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　　　　　室長　　　　　　　　　遠　藤　智　大
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事務局長　　　　　　　武　田　靖　裕
オブザーブ　　　　　　庄　司　安　宏
オブザーブ　　　　　　村　山　哲　也
６．会議成立の確認




　　　武田事務局長

７．議事録署名人の指名




　　　野口理事長

８．議題ならびに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田事務局長
９．理事長挨拶　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野口理事長
皆さんこんばんは。まずは今日まで前回議事録が揃わなかった事を本当にお詫び申し上げます。また中村副理事長におかれましては場所の提供、本当にありがとうございました。予定者の段階でこういった設営が今後も考えられますのでご協力の程よろしくおねがいします。昨日、新入会員事業が行われまして、私にとっては楽しい一日を過ごさせていただきました。私の近々の報告というか生活が山形にいない状態で、もしかしたら日本にもいない状態の中で、ああいった船橋理事長の三方良し、家族も含めた事業があると非常に参加して、久々の家族団欒というか非常にいい一日だったなと思っております。それに加えて新入会員が非常に丁寧な事業の設営で本当に至る所で満喫させて頂きました。私たちも真摯に事業に取り込む姿は、もう一度考えさせられると思っております。後は今日ちょっと朝からメールチェックしておりまして、人間力大賞のアンケートがずっときていて見てみましたが、事業というのは皆様の予定者の段階できっちりと計画を立てて、こういう事をやるというイメージを作って、来年２０１２年度は進むわけですが、その後、事業をやって、どの様に達成できたのかというのを日本ＪＣの方で検証していく訳ですが、わたしのいるアジアアライアンス委員会はそこまではいっていませんが、そういった形で人間力大賞の方を検証しております。なぜ検証しているのか。最後の冒頭に今後どういう風に開くかという意見を求める所がありました。ここ近年山形青年会議所では人間力大賞には全然エントリーしておりませんが、日本ＪＣの考え方をもう一回この役員メンバーにホームページを通じてでもかまいませんし、せっかく三浦委員長が出向しておりますので若干触れながら自分達の事業計画に反映しろとは言いませんが、こういったものがあるよという形で私見を広く持っていただきたいと思っております。その上で、今やる事業計画を検証してそのあと山形青年会議所の高みのある今ある団体として成長していく姿をもう一度皆さんに認識して頂きたいと思っております。また先日中国に行った際、山形県の方も８名程いたという事を常任の中で触れましたがメールで観光協会の万智さんという方と担当の方とメールのやり取りをしております。今、山形青年会議所ではＡＳＰＡＣに向けて山形市とも非常に密接な関係になりつつありますが、山形県でもそういった事業に対して前向きに捉えていただいております。２０１４年と言わずに山形青年会議所、山形ブロック協議会が今後、国際グローバルにどう向かって行くかという事を意見交換したいと、ご連絡も頂いております。我々が今山形にあるＮＰＯも含めて他の団体と違うのは先だって先駆者となって町のために、もしくは自分のために発展成長して地域のリーダーとして活躍するのが山形青年会議所ではないかという事を改めて強く思いました。相談会、懇談会はもし企画できれば皆さんに改めてご連絡したいとおもいます。国際グループだけでなく皆さん、この役員メンバーがグローバルの視点をもう一度考えて頂いて来年一年間活動していただきたいと思っております。そして最後に今非常に室方針と委員会方針とで非常に苦労されている部分があると思います。もう一度言わしていただければその方針が来年一年間の活動する上での素になりますので是非とも充分に副理事長、室長、委員長と相談して委員長の方は委員会方針をもう一度確認しながら作っていただきたいと思っております。私も今年一年、日本青年会議所の委員長として先ほども言いましたが検証の時期に入っております。本当にこの委員会方針との常に戻るのですね。自分が今何をやっているのか出来たのか出来ないのかという指針ですので是非とも皆さんが書いてある委員会方針今一度時間がない中作っているとはおもいますが、読み返してより良いものにしていただきたいと思っております。所信の所にも書いておりますが今しか出来ない、後からやろうというのは中々出来ませんので、是非とも自分の任務案と私の所信と室長、副理事長ともう一回協議を重ねて高みのある委員会方針を作っていただきたいと思います。今日はどうぞ宜しくお願いします。
１０．　直前理事長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋直前理事長

皆さんお疲れ様です。今ほど理事長からありました様に昨日も大変ありがとうございました。飲むはずの無い私がいつの間にか酒を片手に肉をクレクレと言っていたらあまりにも集まりすぎて食べきれない量が集まり、子供も来ましたが食べずに私が食べてしまったという状況でした。久しぶりにお昼からお酒を飲んでしまったものですから、グデングデンになり１６時から朝まで寝ておったという状況でした。娘を風呂に入れる力も無く寝ておった。普通は起こされるのですが起こされずに朝まで寝かせてくれた妻に感謝といったところです。先日、仕事の関係で講師のセミナーに行って参りました。その講師はなでしこＪＡＰＡＮの佐々木則夫監督でありました。私は毎年ですが１２月決算で１月から新年度が始まるわけですけども今来年に向けて会社の経営方針を立てていっている段階であります。常々思っている事がいろんな思いをこのメンバーでしっかりと共有するためにはどうしたらいいのだという事をずっと考えております。青年会議所でも「ＭＯＶＥ　ＯＮ　ＴＯＧＥＴＨＥＲ」を掲げながら皆と同じ方向を向いて進んでいけるかという事を常々考えております。そんな中で今回のセミナーを受けまして、冒頭に思ったことは思いを共有するには上から言われてものを成すのでは無く、言われたことをまず自分そしてまわりにいるメンバーに噛み砕いてしっかり話をして思いの共有から始まるのではないかと思います。私が聞いたセミナーではこんな話なのかなと思いました。この話は前回の正副常任では言い忘れまして今理事会の方で話をさせて頂くのですが、今理事長からありました様に所信を読み取っていただいて、まず自分で噛み砕いて、そして紙に出してグループでしっかり共有して貰いたい。どんな思いで書いたのかまで考える事が予定者で成すべき事ではないかと思います。各グループは今の話をしっかりと耳に止めて頂いてこれからを進んでいただきたいと思います。その監督が言いました中期、長期ビジョンをしっかり描くという事が大切である。実は４年後の２０１５年に優勝という道筋を描いた所、たまたまという言い方をしておられましたが、今年優勝してしまったという事でした。いい方向に行くのはいい話でして、今までそういうビジョンを描いたからこそ結果を得られたのでは無いかと思います。あとその中でなでしこＪＡＰＡＮをトップチームにする。そして女子サッカーをメジャーなスポーツにする。そして世界基準のチームを作りあげる。最後に言われたのがなでしこらしさを追求するという話でした。なでしこらしさを私なりに聞いて自分の会社らしさとはどういうものなのか、今一度考えております。そして野口理事長らしさ２０１２年度に向けて山形ＪＣらしさとはどんなものかと少し考えてもらうと、また新たな、いい方向に進んで行くのではと思っておる次第でございます。冒頭、変な話、途中難しい話をさせて頂きながら直前理事長の話は終わる訳ですけども、本日も長丁場となるかと思われますがしっかりと協議をして出来るだけ短時間の中でこの会議を進めていっていただければと思います。では最後まで宜しくお願い致します。
１１．　議題並びに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　武田事務局長

１２．　議事の採択　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野口理事長

１３．  討議事項 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事

討－０１　理事長所信（案）Ｖｅｒ．１８について
渡部委員長【意見】

委員会の方針を作成してまいりまして理事長所信の中で公益性ということがうたわれている。大切なのがコンプライアンスとガバナンス。それを持ち合わせた組織作りを確立する、そのことをふまえ委員会方針を作っきた。総務委員会としてはそのことをがんばっていきたい。

佐藤委員長【質問】

９２行目の、子どもの個性を尊重するとあるが、自分の中でイメージできていない。お教えいただければと思う。

野口理事長【回答】

我々の気持ちだけを前面に押し出すのではなく、子供の個性を受け入れ、個性を尊重するというのも一つの育て方として重要なところで、子供が言う好き嫌いも含め個性として伸ばしてあげる、今の教育はどうしても平均値を好む傾向にあるが、失敗してもいいから伸ばしてあげられるところはどんどん伸ばしてあげるというところで、子供対象の事業をやるのであれば実施していただきたい。

菅原委員長【質問】

３．１１からの東北というところ何度も読み返した。その中で委員長がメンバーに一番訴えたいところは３１行目から３４行目のところが一番強いということでよろしかったか。

野口理事長【回答】

まさにこの段落のところでいえばその通りだ。山形ブロック協議会でいえば県との提携をやっているわけなので、たとえば災害被害を受けた時どうしたらいいか、どうしたらいいか調べる必要がある。山形青年会議所として災害協定ができたらいいなと思っている。

櫻井委員長【意見】

ＪＣで学び経験することということを重点として委員会方針作ってきた。その辺を見ていただきたい。

安藤室長【意見】

５７行目の、ＡＳＰＡＣの注記だがアジアパシフィックエリアカンファレンスという表記がいいのかなと思う。統一表記もエリアがなかった。

鈴木専務【回答】

調べて近年この表記でした。再度確認する。


討－０２　例会の設営運営および臨時総会開催の件
渡部委員長【説明】
総務委員会から例会設営及び臨時総会の開催案について討議の方上程致したいと思う。
事業実施に至る背景は来年公益社団法人確立という法人格を有する山形青年会議所になるわけだが、その中で公益性を意識しながら活動をしていくことになる。そこで例会、臨時総会の参加というのはこれまで以上に重要なものになると思う。事業目的としては所信にもあるとおり、組織力の盤石化というところで、出席率の向上を重点的に進めていく予定である。これまでは私も一委員として例会に参加していたが、例会の日にちが分からないという時があったので、今年は前の月の例会が終わった時点での声掛け、メールでの定期的な声掛けをやっていきたい。あとは出欠に関するルール付けといったところも検討していきたい。
今日の上程の討議のポイントとしては、皆様から出席率の向上に向けたアイデア、その辺を経験上お持ちであれば伺いたい。

伊藤室長【補足】
専務よりご指摘あり、日付が抜けていたところ、次回記入する。討議の方よろしくお願いします。

安藤室長【意見】
以前私も総務委員会経験した際、メンバーの皆さんは年間スケジュールが前もって知っているとは思うのだが、忘れなど出てくると思うので、出席率向上のため案内の周知というか、メールを送るとか、ここにいる委員長の皆さんが委員会開催のとき、予定の確認をしていただくのがいいのではないかと思う。

野口理事長【意見】

基本的には例会はこの団体に入っている以上必至であるが、一人ひとりのモチベーションもさることながら、一番はここにいる議長委員長の皆様のお声掛け次第だと思っている。例会の出席率をなぜ毎回発表するのかというのも、もう一度認識いただきたい。例会がすべてではないが例会がすべてです。事業だけではなく例会でみんなと顔を合わせてモチベーションを高く持っていただきたいと思っている。

　　　　　討―０３　諸会費及び議案に関する件　　総務情報委員会

渡部委員長【説明】

諸会費、議案の取り纏めについて上程したいと思う。現在理事会等のアジェンダの方は全てデジタル化になっており、スムーズな会議の運営の為にメールの配信、この辺の取り纏めをスムーズにやっていかなければならない。理事会を進める上で重要だなと考えている。事業目的としては統一形式での議案のデジタル化によって円滑に進める。
前年度からの引き継ぎ事項として、提出期限が守られていないという様な現状を踏まえて先ほど申した様に声掛けの徹底がやはり重要だと考えている。皆様に関しても上程議案に関して期日を守っていただきたい。また提出期限が守られる方法があれば皆様の方でアイデア等ありましたら協議の方宜しくお願いする。
井上副理事長【意見】

議案の締め切りの件と若干違う話ですが議案を入力する際の入力方法に関してだが、私も先輩の方々からご指導頂きましたが渡部委員長のこの議案を見ると例えばフォントが全然統一されてないと思う。コピーの貼り付け等を使うと色々な方のフォントが違うので必ず文字の形式が合わなくなる形となってくる。昨年も話になりましたがwordで入力する事で統一する方がしっかりと議案を開く際に統一されるのでスタッフセミナーの時はwordで入力、そしてコピー貼り付けは禁止にした方がいいと思う。
　　　　討―０４　庶務活動の実施について　　　総務情報委員会

渡辺委員長【説明】

庶務活動実施に関する件ですが上程させていただく。庶務活動につきましてはＪＣレポートの作成、会員名簿、ＪＣバッジ、ネームの配布がある。
まずはＪＣバッジ、ネームに関しては公益社団法人山形青年会議所になる来年においては特に各個人、個人の意識が重要になってくる。ＪＣレポート、会員名簿に関してはこれから皆さんが理事として来年運営していく中で重要な物となってくるので、そちらの方の取り纏めをしっかりしていきたい。皆さんの方にはこれから色々とご依頼の方がいきますがＪＣレポートの作成の方は私から連絡いった際はご協力の程、宜しくお願いします。
皆さんにお聞きしたいのがＪＣレポート及び会員名簿に関して、こういう事を盛り込んだ方がいいのではないか、という事があれば皆さんの方からご意見いただきたい。先日、日本ＪＣのセミナーがあり、行った際コンプライアンスマニュアルといったものがあり各ＬＯＭに渡されたが、これまで色んな場面で例会等において音楽であるとか、のぼり旗を作る際のＪＣのロゴを使用していた。そちらの方が来年より著作権の関係で強化されるという事があるのでコンプライアンスマニュアルというものをルームに常備しながら、スタッフセミナーの際は皆さんにお渡ししたいと考えている。
伊藤室長【補足】
本年はコンプライアンスマニュアルを理事の皆様からしっかり目を通して議案に反映していただく様、お願いする。
野口理事長【意見】
プレートに関して皆さんにお願いがある。まだ公益社団法人をとってないので今買えとは言えないが、いま２０１１年で日本のネームは公益社団法人日本青年会議所と新しくなっている。これはホームページを見ていただくと公益というのが出てくる。役員予定者の方には出ましたら来年公益社団法人格のプレートに変えていただきたいと思う。強制ではありませんが是非とも宜しくお願いする。
櫻井委員長【意見】
会員名簿に関してですが写真で顎を隠した状態で載せているが、これはいいのか悪いのか言われる事があった。これから新入会員も入ってきて自分の写真を作る機会も出てくるわけでガイドラインが必要ではないか。

鈴木専務【回答】
証明写真に沿って来年変更を促していただきたいと思う。

１４　審議事項
削除

１５　協議事項

　　　　　協－０１　グループ基本方針（案）に関する件
国際グループ
安藤室長【説明】
まずは当委員会の上程が遅れました事をお詫びする。国際グループのバージョン３である。前回の常任理事会でご指摘あった点を修正した。

酒井監事【質問】
２１行目の本年のＡＳＰＡＣ香港大会といった場合、前の部分にＪＣＩとついてたが、つけなくともよいのか。
鈴木専務【回答】
付けていただく。修正をお願いする。

渡部委員長【意見】
２６行目ですが（たすき）という漢字になるが、読む方が読むと読みづらいかなと思う。カタカナもしくは、ひらがな表記の方がいいのではないか。
中村副理事長【意見】

最後の一文だが、国際感覚力あるとあるが感覚力あるという組み合わせがあるのか。

この単語が正しいのかご検討をお願いする。

野口理事長【意見】
今の中で考えて欲しいのがグローバルスタンダードをどういう風に捉えていくか。あと一つは不連続の連続というのが使われているが、その意味をどういう風に考えているかを再考していただきたい。いいところまできているが一つは香港のＡＳＰＡＣに全員で行きたいというおもいがあるので、もう少し読み取っていただきたい。
ＡＳＰＡＣ準備会議
近藤総括幹事【読み上げ】
佐藤副議長【補足】

２０１２年は国際ビット権を取る一年になる。皆様からの率直なご意見宜しくお願いする。またグループ方針でもあった様に姉妹ＪＣの表記、ＬＯＭ名等、次回まで変更する。
井上副理事長【意見】

１０行目国際人として～、の所だがメンバー全員が新たな成長し、の所が読みづらい。むしろメンバー全員がグローバルな感覚を持ち新たな一歩をとかの表記の方がいいのでは無いか。文章に肉づけが必要かと思う。

東海林特別委員長【質問】
これは事務局の方になるかと思うが、下の方に室長意見とあるが上の方に室長の表記がないので、あるのであれば室長の名前も必要ではないのか。

１６行目、更には市民の皆様にもご理解いただきの所だが、我々が国際的な視野を持ってベクトルを持って行動する事に対してどのように何を市民の皆様にご理解いただくのか、もしくはどういう方法でご理解いただくのか、教えていただきたい。
佐藤副議長【回答】
今のご質問で市民の皆様にご理解頂く手法だが、まだ市民の皆様にはＡＳＰＡＣというものが山形で開催されるという事を知らないと思うので、ここにも書いてある様にＳＮＳ,
例えばフェイスブック等での発信を考えている。その中で今年開催される香港とか、そういったものを活用して２０１４年、山形は青年会議所として目指していくのだという事を発信していきたい。
東海林特別委員長【意見】
ご理解、ＰＲという文言もつけていただきたい。
中村副理事長【意見】
真ん中の段落の中で海外姉妹締結での関係構築の必要性と、世界会議などに行く事で交流が出来るという目的と行動、やるべき事が具体的にあるなと思う。そのためには～、の部分で今の皆さんにご理解いただき新たな山形の可能性を導きだします、の所の文面が漠然としていると思う。もっと具体的にここまできたら書いた方がいいと思う。メンバーは読んでくれると思うが、ほかの行政関係者とか他の団体に向けての発信でもあるので、その辺の具体性があってもいいと思う。
鈴木専務【意見】
採択されます、の部分はまだ決定事項ではないので違う文言を考えて下さい。
野口理事長【意見】
もう一度、なぜ私の所信の中でなぜグローバルスタンダードを使うのかご理解いただきたい。本年、日本青年会議所国際グループに出向している訳だから海外に行くと語源は何を使っているかとか、海外に行った時に何が不便かという事を考えていただきたい。今年ソニーさんがいらした時に一番先に言われたのが英語表記の地図が無い、簡単に言えば国際的に優しくない。山形の方は温かくて非常にいいのだが、海外の方がくると非常に接しづらいというのがあって、言葉が通じないから話さないというのがある。その辺をわかる範囲で入れてもらいたい。それが検証という意味です。ＳＮＳは発信なので、もう一度その辺の意味をご理解いただきたい。

国際グループ　渉外支援委員会
横山委員長【読み上げ】
船橋直前理事長【意見】
まず先ほどもそうだったが、私の所信も振り返るとその様に書かれてあったのだが、獲得するとか、ビット権を獲得とか表現がどう思うのかなと。今年の理事長挨拶で獲得したといった表現をしていない。国内主幹ＬＯＭにご推薦頂いたという言い回しで言っている。事務局で表現の仕方を考えてもらいたい。渉外支援委員会としてはやはり各種大会に連れて行くというのがメインで、また出向者の支援、そしてその交流そして来年に繋がるという事も念頭にいれてとなるが、この最後の一緒に行こうというのは非常にいいなと思う。上に書かれている早期情報の提供よりもやはり色んなものを共有するという事だと思う。そういう事を共有する委員会を作っていただきたい。

伊藤室長【意見】
私もこの一緒に行こうというテーマ非常にいいと思う。この合言葉をもうちょっと中段もしくは最初に持ってきて思いをしっかり伝えていただきたい。
野口理事長【意見】
私も伊藤室長と一緒で一緒に行こうという言葉は非常にいいのだが、中段くらいの取り組みに取り入れていただきたい。後は出向者に対しての支援をもう一歩踏み込んでどんな支援活動をするのか、委員会方針なので具体的に書いていただきたい。全体的にはいいと思う。
元気ある山形創造グループ　

遠藤室長【説明】

前回ご意見いただいた部分、また常任理事会でご意見いただいた部分を修正してきた。若干抽象的すぎるという部分をより具体的に書いたところである。
横山委員長【意見】
１８行目から２０行目にかけて、これまで以上に存在価値を高める、の後に色々な修正があってこうなっていると思うが、開催します、の所に違和感があるので一文にまとめられた方がいいと思う。

中村副理事長【意見】
中々具体的な文で色々キーワードも盛り込んで纏まってきていると思う。読み進めていくと感じるのが、最後２８行目の所、５６年の歴史ある山形青年会議所～、という部分が何となくグループに課せられた任務ではなく全員に課せられるような感じがする。最後重く纏めた方がいいのではないか。
野口理事長【意見】
中村副理事長が言った通りだと思う。段々グループ方針として纏まってきていると思う。今一度ここだ！という最後の締めを再考いただきたい。後一点気になったのが、加えてを行変えしているのですね。別にそこは変えなくともいいかなと思う。
花火大会特別委員会　　
鈴木本部長【読み上げ】

東海林委員長【補足】
宜しくお願いする。

安藤室長【意見】
１３行目から４行５行は少し長い様な気がする。去年のつながりは大切だがもっと３３回を前面に出した文章にした方がいいと思う。
渡部委員長【質問】
２４行目だが大会にかかわる多くの方々の花火に対する思いに私たちの思いが書かれているが私たちの思いが具体的に教えていただきたいと思う。
鈴木本部長【回答】
今、渡部委員長からありました私たちの思いだが、花火にかかわる私たちメンバーも当然ですが一人ひとりの思いもあると思う。私としては山形の元気等だけでは無く東北などの広い地域の思いも考えている。また私個人もだが楽しんでいただきたい。その意義がまだわからないのだが、皆様から望まれている花火を作りあげたいという思いを書いている。
中村副理事長【意見】
２０１１年度はグループ方針のなかにも少し盛り込んで欲しいと言われて盛り込んだが、多分花火は書きづらいのだと思う。環境や背景が多くなるのは仕方ないのだと思う。今回６月の例会を任務でお持ちだと思う。これまで６月を花火大会が受け持つというのは今までない事だと思う。この辺を花火大会の成功に導く例会にすれば、方針に盛り込む事が出来ると思う。手法としては第１、お天気祭り、第２、本番、第３、早朝清掃など近隣も巻き込んで行うという具体的な所もあるので中身を入れ替えていただきながら進めてもらいたい。
船橋直前理事長【意見】
この二人だと素晴らしい花火になるのではと非常に期待している。全体的な内容はこのままでいいと思う。ただ１点、忘れてはならないのは本年公益法人にむかってく中で花火の費用を入れたという事実がある。震災を受けて開催が非常に難しい背景がある。継続性をしっかりといれていった事が非常に良いと思う。来年度をしっかり見据えて構築していただきたい。

鈴木専務【意見】

２段落目、最後事業にして参りますという表現は以前からＪＣでは使わない表現なので修正の方宜しくお願いする。
野口理事長【意見】
書いてある内容は大分纏まっている印象だが、背景の部分を精査していただきたいのと、この時代に合った方法、とあるがもっと具体的に公益性の観点からの姿であるのかもう一度考えて欲しい。私も確認してみるが、市民主導型という言葉を書いているが今までは市民参画型と書いてあったと記憶している。市民主導だと、どうしてもＪＣから手がはなれてしまうイメージがある。その辺を一歩踏み込んで書いていただきたい。文が纏まっていたので感じていなっかたのか、活力ある３３回はこういう花火を打ち上げたいという思いを書いていただきたい。

元気あるやまがた創造委員会
菅原委員長【読み上げ】
伊藤室長【意見】
ＪＣＩアワードまでの一文が途切れる事無く、思いは伝わりますがある程度で区切った方がより読みやすくなると思う。

佐藤副議長【意見】
委員会任務の中にキッズビューエルクラブについても委員会任務に入っていると思うが、その趣旨からもこれを含んでいただきたい。

横山委員長【意見】
１０行目からの段落の所で私も思ったのが、事業の企画実施の事業名よりも企画という所が実施してという風なほうがいいと思う。最後の３行目の所でその結果得られる成果というのがもっと具体的な形がいいのか再考お願いする。もっと菅原委員長の個性を出したほうがいいと思う。
野口理事長【意見】
１点気になったのが多分アワードの件を言っていると思うが、客観的な視点で検証しというよりは、どっちかというとアワード申請は本年の事業は来年申請するので、検証というよりは採択とか何と言ったらいいかわからないが、事業の検証も出来ないので、この言葉の意味を再考いただきたい。全体的には纏まっているのでもう一歩踏み込んで企画実施という言葉ではなく、具体的にこういう事をやるという事を明記していただきたい。
活力ある人材グループ
中村副理事長【説明】
前回ご指摘頂いた部分は変える部分は変更した。時間もない中での変更でしたので思ったより変更はないが上程させていただく。精査お願いする。

佐藤副議長【意見】
９行目のそして～、の部分だが何回か出る表記なので統一した方がいいのではないか。
井上副理事長【意見】
常任でもご意見あった部分だが、１６行目１７行目の所東日本大震災を目の当たりにして文化の継承というのが何か正しいのか、気付きがちょっとピントズレのような気がする。
菅原委員長【質問】
６行目の冒頭だが、未曾有の東日本大震災からの復興という所の未曾有は大震災が未曾有なのか復興が未曾有なのか、ちょっとわからない。

鈴木専務【意見】
対応お願いする。

野口理事長【意見】
中村室長には前回も意見したが、文章の言葉同士は繋がりますが文章全体でみるとバラバラの印象がある。段落ごとに色分けして委員会案、任務案と方針で比較してみたが、定まらない。何をどこでと精査すると伝えたいイメージだけが強いので反映していただきたい。。宜しくお願いする。
活力ある人創造委員会
佐藤委員長【読み上げ】

中村副理事長【補足】

頭の公益社団法人のところは次回までとります。友好ＬＯＭ等思いの詰まったものになっている。ご意見お願いします。

井上副理事長【質問】

自分のまわりにあるものを軽視しつつある現在とあるが、この部分のどの部分が周りにあるもの軽視になるのか教えていただきたい。後は全ての事に感謝できる心の育成とあるがこのモノがカタカナなのはなぜなのか以上２点教えていただきたい。
佐藤委員長【回答】

最初の「もの」というのは漢字、ひらがなのものでなくて何となく私が今ここで生活できているのが周りにある様々なものに支えられ生かされているということを感じているので、そういった意味で他に表現できる言葉がなかったと思う。

井上副理事長【意見】
もう少しわかり易い表現の方がいいのではないか。例えば青年会議所でよく使う有形無形ですとか自分の周りにある環境、という部分が伝わりづらい。
安藤室長【意見】
折角活力ある人の創造委員会というとキッズアート羅針盤があると思うので是非これも盛り込んでいただくとより良い計画となると思う。

東海林特別委員長【質問】
１５行目の自然豊かな～、の所がキッズアートの事なのかなと思いながら拝見した。この中にあえて子供という言葉が入っていない。入れてないというのはキッズアートという名前だが、子供だけでなく親子のナビゲーターもいらっしゃるのでそういう意味で子供という単語を入れてないのか、あるいは他の意味があるのか検証する中で変わっていくのか私は折角なので子供という言葉、たくましく生き抜きとかもありますから入れていただきたい。その辺思いがあって子供というのを入れて無いのか。
佐藤委員長【回答】
キッズアート羅針盤の方向性が私の中で纏まっていなくて子供という言葉をあえて差し控えている。

野口理事長【意見】

文を分けていると思った以上にしっかりしている事に驚いた。段落ごとに見ていくと非常にわかり易いと思う。私も事業名などをはっきりさせていないが、これをうまく書かれているなと思う。１点参考にしていただきたいのは最後の文で誠とあるが、これをできれば所信の中から表現していただきたいと思う。
活気ある会員交流委員会
櫻井委員長【読み上げ】

佐藤副議長【質問・意見】
９行目、本年という言葉が２回繰り返されているのと、交流委員会としては共益性が問われると思うのだが、最初に公益ともってきた理由を尋ねたいのと、１４行目からの賀詞交歓会に関して内容としては１年間のモチベーションを高めていきますということで最初の行で書いてあるが、私が感じるところは２０１２年の野口理事長の思いを発信するのがメインになるのかなと思う。その辺を最初に強く書いた方がいいかなと思う。
櫻井委員長【回答】
今の共益性という部分でなぜ公益をもってきたかというご質問だが、あまり深い意味合いはなかったが、今回公益社団法人格として新たなスタートをきるのでどうしてものせたかった。

佐藤副議長【意見】
例えば公益社団法人としての会員交流の新しいあり方であるとかそういう形のニュアンスにした方がいいのではないか。

横山委員長【意見・質問】
１４行目からの賀詞交歓会の所で１６行目の所にある来訪ＪＣの方々という所に違和感がある。こちらからお招きするのが本来の形ですのでご一考下さい。これは事務局になるかもしれないが、２１行目の情報交換の場を企画という所が、「あがらっしゃい」なのか。

鈴木専務【回答】
ＬＯＭ内情報が「あがらっしゃい」なのかという紙面と考えているのではなく、「あがらっしゃい」に準じる様なあるいは「あがらっしゃい」以上の会員交流に結び付くようなものを考えてくれと投げかけさせていただいている。

横山委員長【意見】
委員会で「広報蔵王」をもっている部分もあるので、これから協議を進めていくなかで、この２行が具体性を増すとより良い文章になるかなと思う。
船橋直前理事長【意見】
去年から５５周年をきっかけにしてシニアクラブとの交流をメインにして式典にもかかわらず、５５周年は荒井理事長のもと行った。それを引き継いでＡＳＰＡＣという風な夢を形にすべく、そしてやはりもっともっと我々を理解してもらおうというところ、そして絆をもっと深めていこうという思いで本年も交流会を企画している。何を言いたいかというと、ここに絆とか書いているのだが、もっと先輩の何を学びたいのかとか、もっと具体的に２０１２年を大きいところに向かって一歩踏み出すので、何を享受したいのかを深く掘り下げて考えてしっかり落とし込まないと事業の組み立てが難しくなると思うので突き詰めて考えていただきたい。
伊藤室長【意見】
やまがたという表現が漢字だったりローマ字だったり混在しているので、アジェンダの下の方に統一表記がありますので、このやまがたが適切かをご一考下さい。
野口理事長【意見】
初めてこういうのを書く上で非常に悩んでいると思うが、言葉一つ一つを精査していただきたい。「あがらっしゃい」にしても、そんなに間違ってはいないが、先輩諸兄に対しては別に「あがらっしゃい」では無いかなと思う。つぎにさらに強い絆とあるが、それが先ほど船橋直前理事長が言った様な言葉で表記していただきたい。時代の力というのをもう一度お読み下さい。最後に３行の中で仲間に感謝しとあるが、仲間の感謝は入ってないはず。最後にやまがたはどうなっていくのかをもう少し読み取って下さい。

誇りある組織確立グループ

伊藤室長【説明】

前回ご指摘いただいた、文字数が絞れるのではないかという部分は重複する表現は削除した。もうひとつ、理事長からいただいた１２行目のマイナス的な表現から始まるのを大幅に削除し修正した。後、２６行目メンバー同士がという所は中村副理事長からご意見いただいた様に修正した。
野口理事長【意見】
修正した部分で意味合い的におかしな所があるのでもう一度文面を精査していただいて、後は整理をしていただきたい。どこが自分の委員会の役割なのか任務案なのか再考いただきたい。気になった文は山形市全体に私たち青年会議所～、という所で理解者を地域全体に広げて参ります、の所だが、これは理解をさせるのか拡大で広げさせるのかという文書で見ている方としては、どっちも中途半端かなと思う。その後に新入会員に繋げていきます、のところで何となく理解者は新入会員なのかなと分かるのだが、書いている意味合いは後方の意味合いなのかなと思う。次回まで文面を整理して臨んでいただきたい。
誇りある会員開発委員会
矢口委員長【説明】

委員会趣旨ですが常任でいただいた部分を修正した。

中村副理事長【意見】
初めに背景を書いていただいて、前に消した所の山形青年会議所活動の所まで消えているが、一個は街づくり人づくりどっちかにあった方が山形青年会議所イコールみたいになるので加えていただいた方がいいのかなと思う。具体的に何をやるか盛り込む必要があると思う。運営規定の方を見ると、他にも新入会員も拡大の延長という事でなろうとは思うが、例会も三月、四月これも拡大の内容になるのかなと思うが、外部団体に関する事項でリトル、シニアリーグの事項も入っていると思うので、拡大に比べれば小さくなるが、全体的に触れていただいて構築したほうがいいと思う。
東海林特別委員長【質問】
２６行目の１名拡大１名魅力伝播、これはメンバーひとりひとりにお願いしたいという意味なのかなと思うが、１名魅力伝播というのは、私が一人に魅力を伝播するという意味なのか。先ほどの室長の基本方針では山形市全域にＰＲしたい周知したいということがあるが、なぜに１人にだけ魅力を伝播するのか、山形市民２５万人あるいはほかの市町村でもいいし、出来るだけ沢山の人に魅力を伝播する事が大事であって、それで一名以上メンバーが一人でも増えることが良いことなのかなと思う。１名魅力伝播というのは、そういう意味か教えていただきたい。

矢口委員長【回答】

拡大につきましてＪＣの魅力を伝えるのが一番のツールになるのかなと思っている。広くはそうなのだが、人に対する魅力を伝播するという意味合いで書かせていただいた。
東海林特別委員長【意見】

私の考えが浅いのか、見ようによっては違う様にうけとめられる可能性がある。人に魅力を伝えればいいと思われかねないので、もう少し表現を変えるか詳しく書くか、その辺お願いする。

横山委員長【意見】
２段落の所で手法という事は専務からもお話あったが、全般的に内容が変わると思うが、全メンバーの拡大というのは是非残していただきたいと思う。後は手法では無く取り組みを書くにしても、手法を考えながらになると思う。今年のWE　BLEVEの中に会員拡大の道という特集のページがあり、そちらに色々書いてあるので参考にしていただきながら、手法を考えながらの記載の方お願いする。
野口理事長【意見】
前回からの変更点としては背景が大きく変わった所だが、段落を色分けすると熱い気持ちは重々伝わるが、他の任務案に対しバランスが良くないので、情熱方針は方針として残していただいて構わないが、もう少しまろやかにしていただいて、他の任務案、例えば例会に対しても、どんな例会するのかということを考えないと、ただ時期が来たからやるという事になるので１つ公開例会が入っているので、そういった所も加味していただいてもう少しバランス良く書いていただきたい。
誇りある組織確立グループ

総務情報委員会

渡部委員長【読み上げ】

伊藤室長【補足】

先日、常任でいただいたＬＯＭ内褒賞１６行目の点、変更している。

佐藤委員長【意見】
９行目１０行目の頭の２行だが、何度か読んでも繋がりというか結び付きが悪い様な気がするので、ご一考お願いする。１２行目の所も繋ぎの部分が抜けているような気がする。
菅原委員長【質問】

２５行目の高い志を持つメンバーの多くが集う環境を整備し、の所が、ちょっとわかりづらいと思う。

渡部委員長【回答】

実際問題として、志が高くないメンバーの方は例会の出席が悪いので、あえて書いたが、こうして書くと問題があるなと今思うので文面を変更する。

船橋直前理事長【意見】
まず、この委員会だけではないが、任務の中にＡＳＰＡＣに関しての任務案があると思う。是非この辺も文面の中に織り込んでいただきたい。考えることが事業に対しての参画をしていくという事に繋がっていくと思うので盛り込んでいただきたい。
後は底辺という言葉は使ってほしくない。総務委員会は確かに土台を作る委員会かもしれないが、同じレベルのみんな同じの委員会なので、意味合いでは使わずに行っていただきたい。

遠藤室長【質問】
１８行目の５年後が消されているが理由を教えてほしい。
渡部委員長【回答】
前回の常任で文章のスリム化が求められたので、まず５年後を省かせて、より長期的な１０年後を選んで使用した。

遠藤室長【意見】

私の意見としては５年後という表現はあった方がいいと思う。１０年後にしてしまうと、１０年後に何かあるのかなと気がする。

佐藤副議長【意見】
１５行目訂正されている部分ですが公益性ＪＣ活動についての共通の認識が重要となる～魅力を伝えまでは意味合いはわかるが、その後の高い出席率が誇れる組織が生まれる活動をしていきます、という事だが違和感があるので訂正お願いする。
中村副理事長【意見】

最後の一文だが、○○力ある単語がほかの委員会でもあったが、他に使っている委員長さんと相談してどちらかにしたほうがいいのかなと思う。
野口理事長【意見】
一つ気になる文書があって、１０年後～実施します、というのが組織を盤石にするから卒業例会で強い繋がりができるわけでは無い。卒業例会はここ近年１００％出席で、みんなで送り出そうというところがあって団結力なのかなと思うのだが、そういう所をもう少し１つ１つ噛み砕いて整理して下さい。
公益法人格プロジェクトチーム

井上副理事長【説明】

前回常任で頂きましたご意見を赤字で修正している。ご意見宜しくお願いする。
佐藤委員長【意見】
２３行目の法令順守の順守が間違っている様な気がするので訂正お願いする。

荒井特別顧問【意見】
非常に専門的な言葉が使われているが、私もわからない方ではあるが、従来の特例民法法人時代はという文章があるが、特例民法法人というのは、ここ数年だけの話なので移行期間の間だけが特例民法法人である。その前までは普通の公益法人だったのでこの辺の使い方だと昔から特例民法法人だと受け止められてしまうので、その辺を再度精査いただきたい。この上の、この条件が充足出来ない場合、一般への移行はなく解散となってしまいます、とあるが、私のうる覚えだが、一発解散になってしまうのか、そこはもう１度確認いただきたい。

井上副理事長【回答】

私も勉強しながらだが、これは一発解散では無く、１年間の猶予期間をえて解散という経緯となる。

船橋直前理事長【意見】
非常に今の答弁において勉強されているという事で非常に頼もしく思えた所である。公益法人格についての文章は非常にいいのだが、もっと山形ＪＣが公益法人に対して何を求めて、そして形を変える事は、どうしていくのかという所を我々の言葉で落とし込んでいっていただきたい。

野口理事長【意見】
プロジェクトチームがなんで山形青年会議所に存在して、来年１年間活動しなければならないかをもう１度考えていただきたい。あと１点だけ表記が気になったのは、厳しい規制の所で確かに厳しいのだが、実際は有益な法律規制なのかもしれないです。我々の公益性が５０パーセントを考えるから厳しいのであって、他の団体からすると非常にいいものなのかもしれない。井上副理事長らしい井上節でお願いする。
協－０２　山形JCホームページ運用（案）関する件　　　渉外委員会

横山委員長【説明】

一回目の協議の上程にあたり、まだ添付資料をつける段階でもまだ委員会内で意見を出し合っているような状況である。このホームページに関しては、まず興味を持っていいただく、認知をしていただく、参画等活動促進、そこから興味というサイクルを生み出していけるようにということをテーマにして考えている。
これから三議案上程していく中で実施組織の責任者を私、事業総括については主務員を置く形をとった。事務局と打ち合わせしていく中で、ブログであったり、ツイッターであったりをすすめさせていただく。
我々としてはＡＳＰＡＣに向かっていく中で海外からのアクセスを増やしていき、かつ増えていくだろうということで英語表記とビジュアルでわかりやすいというもので、写真だけじゃなくて事業に関しても、ホームページの中に資料等あらわしていくと考えている。

今運用されているホームページでの不要なコンテンツと継続すべきコンテンツ、他ＬＯＭのホームページ等のよいところなどご意見お願いする。

安藤室長【補足】

委員会で試行錯誤している。理事メンバーの皆様はいろんなＬＯＭのホームページをご覧になっていると思うので、そういった中からも様々なご意見頂戴したい。

東海林委員長【質問】

背景の中でどのようにしてハッピーなサイクルを作り出すのかというのが一つ。一般の人が入らない仕組み作り、情報の管理の確認をお願いする。

横山委員長【回答】

ホームページを見る人は山形青年会議所に出会ってから、山形青年会議所のホームページを見る機会の方が多いのではないかという意見が委員会内で出て、そこで我々が行っている事業の参画というネットワークを若干意識して、ＦＢとの双方向性をとった時に新たなサイクルが生まれてくることで、閲覧している方と我々と、ハッピーなというのは委員会内での中でのちょっとしたテーマ性も持った言葉を作ったもので、みんながサイクルの中で幸せになっていく、双方向つながっていくイメージの中でハッピーなという言葉を使わせていただいた。

東海林委員長【意見】
双方向性のある参加型ホームページという認識でよろしいか。私もハッピーな気持ちになったので、ぜひハッピーなホームページをよろしくお願いする。

齋藤副理事長【質問】

ホームページ上のコンプラのチェックする機関はあったのか。今後するのか。

鈴木専務【回答】

これまではなかった。今度スタッフセミナーでコンプラに関する資料の配布、理事会においてもリンクさせていただく。今後制作されたもののチェックする予定はない。

遠藤室長【意見】

本年度山形ブロック協議会のＨＰを作っているのが、山形の風景を使ってその上にスローガンを乗せて何回か更新したのだが、結構注目していただいて、どこで撮ったのとか、これ山形なの、という話しをされて、結構見られているので、ぜひやっていただきたい。

鈴木専務【意見】

不要なコンテンツ、必要なコンテンツという表現より、コンテンツ一覧を作って、これは必要だと思うとか自分たちの意見を持ってくることで理事会での意見をもらいやすいと思う。

伊藤室長【質問】

これまで過去３年ホームページを作っていただいた三沢さんが今回総務委員会になり、今後はどのような連携で製作されるのか。

鈴木専務【回答】

今、三沢さんのサーバーをレンタルしているが、作成はメンバーがやっている。今年度はそのような考え方でいく。

協－０３　LOM外広報誌の発行（案）関する件　　　渉外委員会

横山委員長【説明】

「蔵王」の議案になる。こちらの実施組織としては主務委員を幹事の丹野君、補佐役として佐藤君を委員としている。資料にある、発送先と発行部数内訳は過去４年分を一つのファイルにまとめた。こちらを参考にしながら１２年度作成していく。事務局と相談しながらこれから精査になっていくものと思う。三番目になります決済内容の方をご覧いただき、１１年度を参考にしながら作成した。２月号に関して公益社団法人についてということでの紙面を作成しようと紙面を作成しようと考えている。船橋直前理事長と榎森シニア会長との対談があって、そのイメージでまた理事長と、シニア会長との対談を考えております。６月も１１月もシニアとの対談というものを設けたいなと考えている。
どうしても「蔵王」を見る方がシニアの方が発送先としても多くなってくるので、シニアの方から紙面の中に登場いただくと、シニアの皆様の中でも話が膨らむ。対談はすべて理事長になるか、ＡＳＰＡＣに絡めるのか、１１月は次年度なのか、事務局と相談しながら考えていく。

遠藤室長【意見】

日本ＪＣのWe Believeにある会頭との対談ページを好きでよく見るのだが、シニアとの対談もいいが、スーイーＪＣ、香港シティーレディーＪＣとの対談も見てみたいと思う。

協－０４　山形JC活動の取材記録管理アルバム制作(案)に関する件　　渉外委員会

横山委員長【説明】
山形ＪＣ活動の取材記録管理アルバム作成(案)に関する件上程させていただく。過去のものを見ると、理事長アルバムについて詳細アルバムにするという意見もあるので、予算等考えながら事務局とすり合わせをして今後上程させていただく。私自身、今年事務局に籍を置いている中で写真のやり取りというのが、難しいものがある。写真、資料の受け渡し方法について皆様からご意見をいただきたいと思う。添付資料には事務局と会員交流委員会とそれぞれの事業担当者の委員会様に記念撮影についての留意点をお伝えしているのでご確認いただきたい。

安藤室長【補足】

ぜひ各委員会の皆様からもご協力いただきながら広報関係以外にもご協力お願いする。

船橋直前理事長【意見】

今年いろいろなところに出させていただいた中でどこかで見たことあるね、とたくさんの方に声をかけていただくことが多い。ぜひ今年野口委員長にもさまざまなところに出ていただきたいなと思っている。皆様からもそういった機会があれば教えていただき、そういったことがＰＲにつながっていくと思うのでよろしくお願いする。

協－０５　１月定時総会の開催(案)関する件　　　総務情報委員会

渡部委員長【説明】

毎年のことだが、１月定時総会は２０１１年度の事業報告、決算報告、並びに来年の事業計画と予算をお披露目する重要なものである。委任状を出していただいて、皆様が出ていただくというのが最も重要なこととなる。

会場は１月１７日(土)で仮予約している。総会の後に賀詞交歓会もあるので会員交流委員会の方とも打ち合わせをしながら進めていきたい。皆さんにご意見いただきたいのは、昨年大変スムーズな会の運営をされたということで、今年も同じような流れで考えている、皆様からご意見を頂戴したい。
伊藤室長【補足】

添付資料の開催の案内、２０１０年とありますが間違っている。２０１１年です。

また２０１１年となっているところ２０１２年の間違いです。

安藤室長【質問】

社団法人の解散の総会とか公益の設立総会というのは、これとはまた別になるのか。

鈴木専務【回答】

今年度の総会に解散総会はしなくていい流れであり、解散と設立はない。

協－０６　LOM内褒章審議委員会の設立 (案)関する件　　　総務情報委員会

渡部委員長【説明】

ＬＯＭ内褒章も例年どおり行っていく。実施組織としてメンバーの方(案)として提示させていただいている。皆様の意見伺いたいと思う。ＬＯＭ内褒章をするにあたり、１月の総会においてＬＯＭ内褒章の大綱の説明をさせていただきたい。

伊藤室長【補足】

ＬＯＭ内褒章の組織委員会の委員長なのだが、齊藤監事から委員長の方を酒井監事がいいのではないかとあった。

渡部委員長【動議】
当初の会議終了予定時刻１１時が近づいてきましたので終了時間延長の動議を提出いたします。

野口理事長【動議】
動議を取り上げたいと思います。再度調整お願いいたします。

渡部委員長【上程】
この会議を３０分延長しまして終了時刻１１時３０分と修正することを上程します。

野口理事長【審議】
会議延長の上程がありました。ご意見ご質問ある方いらっしゃいますか。なければ採択させていただきます。賛成の方。反対の方。意見のある方。

事務局

全員賛成。

野口理事長【審議可決】
３０分延長させていただきます。

協－０７　２０１２度山形JCスローガン募集(案)関する件　　　総務情報委員会

渡部委員長【説明】

理事長の所信を受けまして来年度にふさわしいスローガンを選定したいということで募集をかけたい。昨年はかなりの件数が集まったようだ。今年もそれに近い数字を目指して募集をかけていく。その中で応募していただけない方にどうしたら応募していただけるようになるのか。アイデアをお持ちでしたらご意見いただきたい。

伊藤室長【補足】

よろしくおねがいします。

櫻井委員長【意見】

当時一人一つは上げなさいと鈴木専務から言われましたができなかった。入ったばかりで、何を書いたらいいのかわからなかった。私は来年委員長として一人一つ出せるようにＰＲをしていきたいと思う。

協－０８　２０１２度理事会日程 (案)関する件　　　事務局
武田事務局長【説明】

青年会議所第五章にのっとりまして毎月一回の定例理事会を開催するにあたり、添付の資料の日程案において開催と考えている。本年同様第四火曜日パレスグレンデールさんにて１８時３０分より開会と考えている。スムーズな理事会の運営にあたり、この日程でよいか。協議のほどよろしくお願いする。

中村理事長【質問】

第四火曜日でないところ理由があればお知らせ願いたい。

鈴木専務【回答】

定期発送というもので理事会が終わった後に今メールになったが、メールを発送するにあたり理事会を経ている、そういった中で最終日の場合には理事会を避けて前の週にするというパターン。表現として最終火曜日というのもあって、６月はＡＳＰＡＣの調整で、ほかもスケジュール確認いただければわかると思うがご確認お願いする。

協－０９　２０１２度例会について(案)関する件　　　事務局
武田事務局長【説明】

第６章例会及び室委員会議にのっとり、毎月１回の例会を開催するにあたり参考資料の通り、例会を開催させていただきたいと思う。こちらは第二火曜日を基本としている。ほかの日程と合わせて曜日の変更もある。ほか担当委員会も資料として記載しています。こちらの日程でよろしいかご協議よろしくお願いする。

櫻井委員長【意見】
例会日程がリンク切れです。

鈴木本部長【質問】
委員会にかかるところだが、６月公開例会なのか、６月例会なのか

鈴木専務【回答】

事業ヒヤリング等で今後明確にする。
１６．報告・依頼事項 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田事務局長
報－01　グループ基本方針委員会事業計画の提出について　　　事務局
武田事務局長【説明】
本日の協議も踏まえましてリンクの所第４回予定者となっているが、その前の第５回常任理事予定者会議へ協議上程されるところは前日１１月８日火曜日の正午までメールにてご提出ください。その他議案をお持ちの方も同様に承っている。
報－02　今後のスケジュールについて　　　事務局
武田事務局長【説明】
１０月２７日スタッフセミナーがある。事業ヒヤリング１１月１０日、１１日を予定していたが、９日、１０日に変更になる。委員会ごとのとりまとめをお願いする。後日メールにて案内するので返信よろしくお願いする。

報－03　　その他

東海林特別委員長【意見】

領収書について「山形青年会議所」と書いてあると本会計に入れなければいけないのではないか。書き方をスタッフセミナーなどの機会に皆さんに一度周知していただきたい。

１７．次回開催 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事
[２０１２年度 第４回役員予定者会議]
　２０１１年１１月２１日（月）
１８．監事講評

酒井監事

第二回の議事録が記載されておりませんでした。事務局の方で次回このようなことのないようしていただきたいと思います。またスタッフセミナー前ということでファイル等ファイルの名前等ばらばらになっておりますので、セミナー後は統一していただきたいと思います。リンク切れが目立ちます。リンク切れは再三チェックしていただきましてご提出お願いいたします。前回同様、バッチ、ASPAC招致バッチ、ネームプレートは理事会に参加の際はお約束ということでご準備お願いします。本日は遅くまでありがとうございました。

１９．閉会 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事
